
「バカ道」のススメ 

 

１．「バカ道」：考え込まない 

 右掲は、Facebookでお友達の島根県、松坂さんの記事を掲 

載しています（ご本人に了解済み）。記事にありますように、島 

根大学で学生さんに講義された報告になっています。私は、 

学生の反応にもある「バカ道のススメ」という言葉に惹かれまし 

た。普段から、「あれこれ考え出すと動けなくなるので、とりあえ 

ず、第一歩を踏み出せ」とお話しています。ホンマに考えると 

動けなくなってしまうのです。 

 一般的な話ですが、よく「考えてから行動せよ」と忠告するシ 

ーンに出くわします。この場合の「考える」は「調査・準備」の話 

なのです。確かに、行動に移すのは結構なことなのですが、い 

きなり、調査も準備もしないで、KKD（経験・勘・度胸）に任せて 

動くと準備不足で、途中で引き戻ったり、立ち止まったりとムダ 

を生じるケースがあるのです。これは、非常に大きな時間ロス 

になってしまいます。時間は２度と戻らない貴重な資源なので、 

ムダに使いたくないのは真理です。 

 国立大学の学生さんも松坂さんの講義を聞いて、頭でっかち 

な理論よりも、実践で鍛え抜かれた経営者の言葉として「バカ 

道のススメ」と表現された現場主義の考え方に共感を抱いたの 

だと推測します。「理論」、特に、教科書なんかで取り扱われて 

いるものでは、実際に、どのように現場で判断して実践する事 

が出来るのかという問題があるのです。現場では、正解という 

物はなく、「とりあえず」という軽い気持ちで実践した結果、生ま 

れてくる「成果」（Do-How）が良否を決めるのです。 

 

２．「バカ道」：トコトン 

 そして、重要な事は「壁」にぶつかって跳ね返されても、何度 

もチャレンジする根性が必要なのです。私は、「〇〇バカ」と呼 

ばれるまで、アホ（無心）になってやれと話していますが、現実 
的には、頭がよくなった所為か先を読んでしまい早すぎる判断 

（慌て者の誤り）をしてしまう傾向が強くなっています。 

 「トコトン」という言葉が非常に重要です。その為には、そのチ 

ャレンジしている事に「無心」になれているかという点が重要な 

のです。「無心」＝「夢中」＝「楽しい」という風な展開なのです。堀場さんは「Enjoy＆Fun」とおっし

ゃいますが、楽しくなければ仕事ではないと言えるのです。苦痛になってする仕事なんて悲劇的

なのです。従って、「仕事」＝「天職」という風な思い込みが重要ですが、この域に、なかなか、なれ

ないのが現実です。 

 では、どのようにして「トコトン」を実践して「〇〇バカ」と呼ばれるまでやり続ける根性をつくるかが

最重要な課題になります。確かに、就職という際に、「〇〇をしたい」と主張して採用される方もい

らっしゃいますが、大多数は「営業」とか「製造」とか「事務」という大雑把なくくりで就職しているの
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が現実なのです。たまたま「〇〇」をしているという感じでは「トコトン」とは進まないものです。よく、

「ライバルを持て」と言いますが、これとても長続きするモティベーションとするには十分ではないの

です。やはり、「人の為、会社の為、国の為」という「大志」が根底になければ、長い人生を貫くには

不十分なのです。「大志」⇒「トコトン」というスキームが根底には重要なのです。 

 

３．「バカ道」：先義後利 

 このように、「大志」が重要なのですが、これがあっても「目先の利益」を追うと「大成」できないの

です。やはり、自分が求める姿（理念）をしっかりと持って、ブレない軸を持っている必要があるの

です。ともすれば、易きに流れる傾向があるのです。例えば、若い時は、大いにチャレンジして「失

敗」の経験するのも非常に重要なのですが、最近の傾向では「ゆとり世代」とも言われるように、無

難にこなしたいという小人的な傾向が蔓延っています。お客様との関係も同じなのです。失敗しな

い無難な接客法では、真のお客様（信者客）を得る機会は少なくなってしまいます。 

 私は、「先義後利」だと教えています。少々、失敗して「赤字」を出しても「やり遂げる」というスル

ーな経験を積み重ねることで、自分も育つし、お客様からの「信用」も大きくなるという物なのです。

会社にとって赤字でも、その赤字で会社が傾くという訳ではないのです。そんな大きな仕事は、若

い人だけに任せる事自体間違っているのです。そういう場合は、然るべき人材をつけてガイドさせ

るべきなのです。「報連相」と言いますが、部下とのコミュニケーションが取れずに、部下が失敗し

た際に「俺は報告も相談も受けていなかった」というのでは、何をかいわんやという状態です。 

 しかし、若い人の失敗は最良の教材なのです。「ふりかえり」と言いますが、失敗こそ成功の要因

を明確化してくれるものなのです。その「成功の要因」を摑まえて、長い時間をかけてでも克服す

れば、必ず、「儲けさせる」人材に育つのです。この「ふりかえり」をフォローする必要があるのです。

何かしら、時代にあった反省を引き出す筈なのです。その反省をバネに、再チャレンジすると失敗

もなくなって「儲かる」仕事になっているのです。まさに、「先義後利」なのです。 

 

４．「バカ道」：不退転 

 禅の世界に「不退転の志」という言葉があります。「退転」とは、自分の心に負けて道を変えてしま

う事です。昔のお坊さんは、俗世から離れて修行するので、女性の存在は禁句だったのです。だ

から、現実的には「不退転」とは「女の誘惑に負けない」という志だったのです。この強い志が修行

僧として身を清めて行くのです。 

 しかし、現実の社会では、「誘惑」は数多くあります。よく、他人の庭は青いと言いますが、よそが

良く見えるものなのです。私にも経験があるのですが、サラリーマンも長い期間勤めていると、どう

しても、自分の思わぬ事態に巻き込まれるのです。そんな時に、外部から「誘い」がかかるのです。

この時に、乗るか乗らないかなのです。私は、乗ってしまい、結果、安定したサラリーマン生活から

波乱万丈の独立独歩の経営コンサルタント業への転身となってしまったのです。 

 ただ、この転身は「望むところ」だったのです。船井総研の客員経営コンサルタントという資格を

得て、独立起業して１８年になります。まさに、「好きな事」＝「仕事」という図式で「無心」になって

やって来ました。「不退転」、これも「先義後利」で、「好き」やけど未体験のFaxを活用するマーケテ

ィングで「Faxちらし・３段活用マーケティング」というUSP（Unique Sales Proposition）を作った事

が支柱になって、今日に至っています。一朝一夕では作れないのです。何度も、投資しては失敗

した結果、今日の姿になっているのです。まさに、人生に対して「先義後利」だったのです。 

 

【ＡＭＩニュースのバックログはhttp://www.web-ami.com/siryo.hになれます！】 


